
研究発表会むよび研究会の内容

藤井欽二郎

1. 5 2年度研究発表会(第 4回)

第 4回水素エネルギーシステム研究発表会は 11月 25日(金九国際水素エネルギー協

会 (IAHE)日本支部との共催のもと，市ク谷会館で開催された。将来のエネルギーを論ず

るのι ホワイトカラーの場は多いが，プルーカラーが真実!]!tL議論してこそ道が拓かれると努

頭，伏見会長から発表会の意義を強調される挨拶があり p ついで，水素エネルギ K関連した

1 5件の研究成果の発表及び「エネノレギー問題と日本経済jと題し，堺屋太一氏Kよる特別講

演が行なわれ9 例年のことながら，泊発な質問や討論も織り込まれて盛況裡K終了した。

熱化学法での水からの水素製造K関L. 6件の研究発表があった。新しいサイクルの提案は

1件Kとどまるe ζの分野での研究はサイクノレの探索.提案とレう揺筆期の仕事Kようやく一

段落をつけつつあり. 1 E A (国際エネルギ一機関)の活動Kも見られるよう札重要な要素

反!D!tL係る工程を，将来の実用化の可能性を念頭Kおいて設計の上から評髄できるよう具体的

なデータを集積していく必要があるが，今回の発表内容Kも，この動向がうかがえたの

太陽エネルギー関係では PORSHEの麗関正題して太陽熱一海用利用一水素を結びつける

システムの雄大な構想をF また， これとは対称的K太陽光Kよる水分解のためのTiO2系電極

Kついての鞍密な醗究の成果も聴くことができた。

水素化物関鋲の発表ではTi-Mn系合金の督署れた水素貯蔵特性が注目された口 ζの他!tLも ζ

こ数年，多くの成果が挙げられており，圏内の研究は国際的Kみてg 最も高レ水準Kあると言

えよう@これを背景Kしてか，金属水素化物の利用K関する研究Kも活気が霊長り，発表された

j内容も新L¥.、熱機関の提案，太陽エネルギーなどの熱の長期貯麓， さら!tL~ま島水素自動車用エ

ンジンの改良など多彩である。

堺屋太-.E去の特別講演が印象K残った@ 昭和 30年代前半から始った日本経済の高度成長

をもたらした要因Kついての分析は，平易でしかも説得力があり，成長への駆動力を失いうつ

ある現在p もし，頼り忙なるべき新しいHard wareの蓄積を怠るなら，おそらく 1985 

年ころ最も手痛い打撃を受けること Kなろうと，帰するところは g 会長の Blue Color論

と軌を一つKしている口

本研究発表会の講演題昌は次Kかかげた通りであるG
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第 4 回水素エネ)~ギーシステム研究会プログラム

日時 昭和 52年 11月 25日(金)
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硫化物からの水素製造K関する研究(第 7報)

一水素源としての硫化水素の利用一 …・・北大工・木内弘道，

臭素と亜硫酸ガスと水の反応ならび虻生成物分離……・・

大工試・石井英一，石川博，三宅義造，上原斎，中根正典 15分

ヨウ素一一炭酸ナトリウム系熱化学サイクルKよる水素製造(第3報)…-

日立・目立研・首谷保正，丹野和夫，本田 卓

座長田中時昭

15分田中時昭岩崎徹夫，

1. 

2 
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1 5分

中央大・木名瀬敦 15分

新しい鉄系熱化学法サイクル……・

東工試・近藤和吉，藤井欽二郎，

熱化学的水素製造法の簡単な熱収支評価法・...

大工試・主原 斎，石井英一，石)11 博，中根正典， 三宅義造 20分

高温水蒸気の熱分解托よる水素製造Kついて………………………電総研・伊原征治郎 15分
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50分

日米共同事業としてのPORSHEの展開……
横浜田大・米田時男，本間英寿，他横浜国大グループ 15分

光化学反応のエネノレギー効率……………横浜国大・太田時男，神谷信行. ~J、田川隆朗 1 5分

司

太

清長座

fエネルギー問題と日本経済 j演言書Bリ特

7. 

太陽光を用いた半導体Kよる水分解装置(園)

電気通信大・矢沢一彦，捺崎 弘，飯野猛，馬場寿夫，曾根原富雄 15分

水素噴射二サイクノレエンジン……………………………武蔵工大・古浜庄一.気 英徳 15分

座長古浜庄
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9. 

10. 

金属水素化物K依る太陽エネルギーの長期貯蔵……・

横浜国大・太田時男，山口益弘，金竹隆志，

金属水素化物を利用した熱機関…

東工試・聖子村 動，小野修一郎，千葉工大・米倉雅彦 20分

水素貯蔵材料としての金属水素化物の評価基準Kついて……

大工試・大角泰章，鈴木博，加藤明彦，中根正典，三宅義造 15分

座長上田隆三

1 5分勲1ft山真一山本
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13. 

Ti -Mn系合金の水素貯蔵特性……・
松下電器・中研・鴻生孝治，森脇良夫，山下敏夫，福田雅太郎 20分

金属水素化物の混合効果Kつレて……………………工学院大・須田精二郎内田雅樹 20分
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( 0 印は発表者)
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特別講演

エネルギー問題 E日本経済

堺屋太一氏

私は昭和 35年 K通産省K入り. 1 1年半通産官僚をしており，現在は工業技術院のサンシャ

イン計画を担当している研究開発官である。サンシャイン計画の中 Kは水素エネノレギー←の研究開

発も入っており，皆様には日頃いろいろと研究開発の面でお世話忙なってレるが，本日お招きい

ただいたのはそう Lづ立場ではなく，御紹介忙あった， 明油断"とか"団塊の世代"と L寸小説

を書いているものEして.研究開発官としづ立場ではなくて自由な立場で個人的な考えを述べさ

せていただきたい。

日本経済はL、ま大変な状況であり，不況の話をよく聞かされる白戦後 30年高度成長を続げあ

れほど景気のよかった日本経済が.tこった 1回. 2 5日間ほど石油の輸入が 10数%減ったこと

があっただけで， しかもいまは石抽も十分入ってきているのIf[.どうして，とこ 2----3年経った

だけでこのよう K変わってしまったであろうか。積極経営が守りの経営K変わったのは本質的K

どういうこ EなのであろうかD

私はこれを逆K考えたい。 年 10 %経済が成長するということは人類の歴史上で空前絶後の

ことではないかと思う。 10%の成長は大変なことである。この成長が 14.0年も続いたら，複

利計算で， 日本経済は 10 ・0万倍Kなるわけだから l..'tPIf[成長するといっても 100万倍忙な

ると左は考えられない。

そもそも人類の経済はそんなK成長するものではなく，キリストが生れてから今日まで約2000

年の問，その中でも比較的成長率の高かった西ヨーロッパをとってみても，この 2，000年間の年

平均経済成長率は 0.29らぐらいである口そのような古い話はさておき，人類の産業と文明とが飛

躍的に発展したのは前世紀の半ば頃からであり，大量生産工場が出来て人々の生活ががらりと変

わったが. 1 8 5 0年から 1950年までの 100年間Kヨーロッパの経済成長の年平均は1.8

%ぐらいであった。

したがって，日本の 10 持経済成長率は勿論のこと，戦後の欧米諸国がやってきた. 4 ----5 % 

の経済成長も異常な高さである。こう Lづ異常な経済成長が 30年も続いたことは，余程特殊な

事情があったKちがL、なL、。

この特殊な事情はなKかということを調べてみると日本経済の将来が半IJり易くなるD

原因として 4つの基本的なものが挙げられる。

その 1つは所謂鴫 catch up 効果， 追付き効果である。 日本の戦後の初期の経済成長の

最大の理由はこれであった。この追付き効果と L寸言葉も数年前まではなかったのであるが戦後



流行した言葉E同様K定義のないのが最大の欠点であった。 ある人は日本がアメリカ K追付く

効果であるといい，ある人は戦争K負けた国が勝った国K追付くととだと云っているが，どれも

間違っている O

catch up 効果とは先行していた，高レ水準Kあるソフトウエア K低水準のハードウエア

が追い付いてくる効果であるD つまり，戦争Kよって破壊されたものがハードウエアであって，

日本民族のもっている高水準のソフトウエア，すなわち日本民族の大人の 9970が字が読めると

いうととは大変な民族のソフトウエアである。 教育制度が整っているとか，金融制度をつかう

ことができるとか，流通機構があるとか，産業技術を身Kつけているとか，そのようなソフトウ

エアは戦災Kあったからといってなくなるものではないロ

戦争でハードウエアを失っても，高水準のソフトウエアが残っているo このソフトウエアKハ

ードウエアが追い付いて行った。これが catch up 効果であり. 日本経済の初期の昭和 30 

年代の高度成長の大きな理由であったロ西独は 1964年K. イタリアは 1969年K終り，日

本もその前後K終っている。

次K日本の高度成長をもたらした大きな要因は人口構造がよくなったことであるD 終戦直後K

人口の大増殖運動があって，その結果40年代K入って若い新しい労働力が提供された。私のい

う団塊の世代である。しかも年功序列的賃金体系であるので.若レ人が多レということは低賃金

の労働力が多かったこと Kなり， これは日本経済Kとって有難レととであった。しかし，これら

の世代の人は確実K年をとって行くのであって，全勤労者の平均年齢が 10年間で平均4歳も上

るとtvcなる。

毎年O固 4歳平均年齢が増加し，勤続年齢が伸びてくるので，全くベースアップをしなくても，

相当の経済成長をやってやっととレうこと KなるD この他K人口の増加があるから. 4.570の

経済成長では我々の月給は全く上らなL、。しかも，成長牙野と非成長分野tK分げると 670成長

でも失業者を出さなL、で，賃金を現状を維持することはむつかしL、。このことを考えると.レま

までよく働いてレた人口構造がマイナスK働くこと Kなる。

もう一つの大きな高度成長をもたらした要因は資源，エネルギ農産物などの一次産品の市

場環境の良さであった。世間では，日本は資源もなく，国土も狭L、から貧乏国であるといって歎

き悲しんでいる人がし、るが，事実は全く逆である。戦後の日本は資源がなくて国土が狭かったお

蔭で高度成長を経て大金持Kなった。何故かというと，戦後の世界経済というのは資源や農産物

などの一次産品の大変な供給過剰であった。供給過剰の時代Kは誰が一番得をするかEいうと，

それは買手である。 買手の中でも誰からでも買える free hand の買手が一番得をする白 と

れは国内市場でも国際市場でもレえることで. f ree hand の買手の良さを 100弥発揮した
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のは日本である。

供給過剰11Kなった事の始りは石油価格である。終戦から 19 6 0年までの 15年間Kアラピア

湾沿岸で大量の石袖が発見され，石袖の値段は大暴落した口 今日，原油の国際価格は大体 13 

ドル位である白 OPECが標準と考えているアラピアンライトが 12トリレ 72セントで場所.品

質で若干の差がある。現在日本K入ってレる石油の平均価格は 12ドル 85セントである。つい

最近， 1 9 7 0年まで石油 1バーレルの値段は 1ドル 60セントであったので，あれから僅かの

間K8倍ぐらし、忙なっているが， これでも産油国側ではまだ安いとレっている。

戦前の値段は，統計では 1920年代(大正の終りから昭和のはじめ)k安いとき 2ドル 50 

セy ト，高レときで3トル 50セントである。

1 920年から 1960年までの 40年間で物価はアメリカドルで表示した場合，平均4倍に

なり，石油は下っているので平均均忙なっている。したがって. 8倍の上昇は決して高くはな

いわけである。

何故そんなKやすレかというと供給過剰だからであるD 私が昭和 45 ----6年鉱山石炭局k¥.'た

頃，戦後値上りしないという点で共通点のあるものは金.石油.パチンコの玉であるとレわれて

L 、7こ。

石油が安く，供給過剰]托すれば.石炭は石油K代わり.合成繊維，プラスチックなどがどんど

ん作られること忙なるD

合成繊維ができる~，綿花，羊毛は売れなくなる口綿花が売れなげれば穀類を作る，羊毛が売

れなければ牛を餌う， したがって穀物.牛肉，パターが供給過剰~!tCなる口また，石油を燃やして

電気を作れば電気代はやすくなる。石油γ ョック後電気代は上ってはL、るが，昭和 11年頃と比

べると電気代は 24 0倍，諸物価は 1400倍〈・らいであるから，それでも，電気代は相対的K

1/5ぐらい Kなっているから，電気をつかう工業は析!jki.r00その典型がアルミニウム工業で

あって，錫が供給過剰~kなった。

供給過剰市場の中で一番得をしたのが日本であった。アメリカでtま国内油田をつぶさなレため

K関税を設けたので，石油の国内価格は 5トソレと高レものを使っていた。西ドイツ，英国では石

炭があるから，国内火力の%および与えを石炭火力で賄ってレる。 1970年初インランド

でとれる石炭をつかったら 7トリレの石油を使っているのと同じとと Kなるo したがって 1ド

ノレ 60セy トの石袖を使うのと 5ドル 7ドルの石油をつかうのとが国際競争をするから日本

は有利であったのはあたり前である D

アメリカ，西ドイツ，英国などでは中東のよう K不安定なところKエネルギーを頼るというこ

とK非常な不安を感じている。したがって石油が万一入って来なかったらどうなるかとレうこと



を何時でも考えてレる。すなわち，成長をとめても安全を確保するか，あるいは現在の成長，繁

栄，高賃金をとるかEいうととを延々として議論し，毎年見直しているo 日本はそんなことを

議論Lないで.高賃金と公害防止をやった。

かつて，日本は低賃金の輸出国Eして非難された。今や世界ーの高償金国KなったD いまさか

んK非難されているのは，日本は経済的な安全保障を放棄してレるというこ Eである。

このところへきて，日本が有利であった資源エネルギーの供給過剰がようやく頭打忙なってき

た。事のおとりは石袖の不足である。 1970年代Kなって発見量は.13 0億パーレルぐらいで.

需要量は 160億バーレルを超えてきた。 1985年 Kは石油の IVP係数は 15ぐらい Kなり，

生産は頭打ちKなる。

現在日本Kとって幸なととは，たしかK石油ショックの前頃から石油は供給不足Kなってきた

が，他の資源はまだ大変な供給過剰である。オイルショックで世界中が大不況Kなったため，資

源の使用量が減り，供給過剰Kなった。 19 7 3年の資源の一次産品の値段を保っていたら，日

本では黒字は出ないであろう D 銅，小麦， トウモロコ‘ン，砂糖は軒なみ安くなっているから，外

貨が黒字Kなったのである。 19 8 0年代の半ば頃Kなって石油が絶対不足Kなると，凡ての資

源が不足Kなるのではないかと L、う不安が出てくる。資源が不足すれば，売手市場K変わり，一

番損をするのが freehandの日本であって，今度は裏目 K出るo

日本としては石油がなくならないうちに，代替エネルギ の開発を急がなげればならなレ。そ

ういうことで，原子力もやっているが.サンシャイン計画をやって太陽熱，石炭，水素エネルギ

の開発を一生懸命Kやってレる。水素エネルギーが 1985年K大量K実用化されて，石油K

代替すると Lづ可能性は残念ながらないようてすが. 1 9 8 5年でエネルギー不足K終るのでな

く，益々深刻の度を加えるであろうから. 2 1世紀K備えて水素エネルギーを一般的K実用化す

るような時代を早く迎えなければならなL、と思う。

まこと K残念なこと/tL.日本ではこの問題は仲々理解されません口

外国人の女性Kきくと， もう 7---8年しかありませんねというが， 日本の女性は， まだ 7---

8年もあるのか左いう。したがっていまクチクチする必要はなレという D サンシャイン計画で48

億円の予算をもらっているというと 48億円は勿体ない，福祉事業K使うべきだと L寸。

エネルギーとレうものは施設を作るの/tL 7~8年はかかる。原子力 K しても反対運動がなくて

も 6~7 年かかるD 地熱発電，石炭火力でも 5 年ぐらいかかる。

水素エネノレギ-/tL至っては 20年ぐらL、かかるでしょう，そうするとあ t6~7 年は非常 K短

い期間である。 日本人は出たEと勝負が強レというか，実際は出たとと勝負K非常K弱L、。と

れは太平洋戦争をみればよく判る。
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出来ると思っても仲々出来なL、のがハードウエアというものである。やがては水素のようなも

のが重要な位置を占めるE思うが，そういう立場で我々の子孫Kあの連中はょいととをしておい

てくれたといわれるよう KなりたL、ものである。(文責加藤)




